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尿路感染症に対す るT-3262の 臨床的検討
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新 ピリドンカルボ ン酸系抗菌物質であ るT-3262を48例 の尿路感染症 に投与 し,臨 床効果及

び安全性 について検討 をお こなった。 対象 は慢性複雑性尿路感染症47例,急 性単純性尿路感染症

1例 であ った。 投与方法は慢性複雑性尿路感 染 症には,T-3262を150mg,1日3回,ま たは,

300mg,1日2回,5日 間投与 し,急 性単純性尿路感染症 には75mg,1日2回,5日 間 投 与 し

た。効果判定はUTI薬 効評価基準に よ りおこなった。

UTI薬 効評価基準に 合致 した 慢性複雑性尿路感染症42例 の総合臨床効果は著効12例,有 効

19例 無効11例 で,総 合 有 効 率 は73.89%で あ った。細菌学的効果は25菌 種51株 に対 し,

84.3%の 菌消失率であった。投与後出現菌は6菌 種6株 が認め られた。副作用 に関 しては,臨 床検

査値 においてGOT, GPT, A1-Pの 上昇を1例 認めたが,特 に処置 も必要 とせず正常化 した。

Key words: T-3262,ピ リドンカルボン酸 尿路感染症

T-3262は 富 山 化 学工 業株 式 会 社 が 開 発 し た 新 しい ピ

リ ド ンカ ルボ ン酸 系 抗菌 物 質 で,1,8-ナ フチ リジ ン環 の

1,7位 に,そ れ ぞ れ 新規 の2,4-ジ フル ォ ロ フ ェ ニル基

及 び3-ア ミノ ピロ リ ジ ニル基 を有 し,Fig.1に 示 す構

造 式 を有 して い る。 本 剤 は グ ラム陽 性 菌,グ ラ ム陰 性菌

Fig. 1. Chemical structure of T-3262.

に対 し,広 範囲な抗菌 スペ ク トル と強い抗菌力を有し,

特に グラム陽性菌,嫌 気性菌に対 して従来のピリドンカ

ルボ ン酸系抗菌剤 よ り強 い 抗 菌 力 を示 す とされてい

る1)。

今回我 々は,尿 路感 染症 に対 して本剤を投与 し,その

臨床効果及び副作用について検討 した。

1.対 象及び投与方法

対象は,久 留米大学病院泌尿器科及 び関連病院泌尿器

科 におけ る尿路感染症患者48例 で 内訳は,急 性単純

性膀胱炎1例,慢 性複雑性膀胱炎39例,慢 性複雑性腎

孟 腎炎8例 であ り慢性複雑性尿路感染症患者47例 の内

24例 は入院患者であ った。1日 投与量は75mg×2が

1例,150mg×3が35例,300mgx2が12例 で1投
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Table 1. Clinical summary of uncomplicated UTI patients

AUC: Acute uncomplicated cystitis
1): Before treatment/After treatment

3): 106 cells/ml

2): UTI: Criteria by UTI committee

Dr: Dr's evaluation

与日数は原則 として急性単純性膀胱炎 では3日 間,慢 性

複雑性尿路感染症では5日 間 とした。

効果判定はUTI薬 効評価基準2)に準 じてお こな った。

UTI薬 効評価基準に合致 しない 症例は 主治医判定のみ

おこなった。副作用 の判定は投与開始か ら終了 まで の自

他覚的副作用の有無 を観察 し,血 液生化学的検査 の可能

であった43例 につ いては,本 剤投与前後の血液燥,肝

機能,腎 機能の推移 を検討 した。

II.成 績

1)臨 床効果

単純性尿路感染症 の症例をTable1に 示 した。5日 目

判定のためUTI判 定基準には合致 しないが,細 菌尿

膿尿 ともに消失 し,主 治医判定 では著効 であ った。

慢性複雑性尿路感染症 の症例一覧表をTable2に 示 し

た◎疾患の内訳は慢性複雑性膀胱炎39例,慢 性複雑 性

腎孟腎炎8例 で,基 礎疾患 としては膀胱腫 瘍 前立腺 肥

大症 神経因性膀胱,結 石が主な ものであった。

UTI薬 効評価基準 に合致 した42例 の総合臨床効果 を

Table3に 示 した。膿 尿に関 しては正常化16例(38 .1

%),改 善10例(23.8%),不 変16例(31.8%)で あ

り,細 菌尿に関 しては陰性化28例(66.7%),菌 交代

6例(14.3%),不 変8例(19.0%)で ,著 効12例

(28.6%),有 効19例(45.2%),無 効11例(26.2%)

で,総 合有効率は73.8%で あ った。

病態群別の有効率をまとめたものがTable4で あ る。

カテーテル留置症例 であ る1群 の有効率は40% ,5群 は

1例 ではあるが無効 であった。一方,カ テ ーテル非留置

症例では3群4群 の有効 率が それぞれ83 .3%,75.0

%,さ らに複数菌感染の6群 では100%の 有効率 であ っ

た。

2)細 菌学的効果

次に,細 菌学的効果をTable5に 示 した。起炎菌 とし

て分離された菌株は25菌 種,51株 であった。 この内 グ

ラム陽性菌は7菌 種,15株 であ ったが,す べて除菌 され

た。 一方,グ ラム陰性菌は,18菌 種,36株 が分離 さ

れ,こ の 内Escherichia coli 8株 中1株Providencia

rustigianii 1株 中1株Enterobacter sp.1株 中1株,

Serratia marcescens 4株 中2株,Serratia phymuthica 1

株 中1株,Pseudomonas aeruginosa 5株 中1株,Alca-

ligenes xyiosoxydans 1株 中1株 が 存 続 した が,そ の他 の

菌 株 は す べ て 消 失 し,グ ラ ム陰 性 菌 に お け る 除 菌 率 は

77.8%で あ った 。 これ らを ま とめ る と51株 中43株 が

消 失 し,全 体 と して の 除 菌 率 は84.3%と い う結 果 で あ

った 。 な お 本 剤 投与 後 の 出現 菌 は6菌 種6株 が 認 め られ

た(Table6)。

3)副 作用

本 剤 を 投与 した48例 中全 例 に 自他 覚 的 副作 用 につ い

て の 観 察 ま た43例 に投 与 前 後 の各 種 血 液 生 化 学 検 査

を お こな い,自 他 覚 的 副作 用 は 認 め られ なか っ た が,本

剤 投与 後 の1例 にGOT,GPT,Al-Pの 軽 度 上 昇が み ら

れ た(Table7)。

III.考 察

T-3262は 富 山化 学 工 業 株 式 会 社 が 開 発 した 新 しい ピ

リ ドンカ ル ボ ン酸 系 抗 菌 物 質 で,1,8-ナ フチ リジ ン環

の1,7位 に,そ れ ぞ れ 新 規 の2,4-ジ フル オ ロ フ ェ ニ

ル 基及 び3-ア ミ ノ ピロ リジ ニル 基 を有 し,グ ラ ム陽 性

菌 グ ラ ム陰 性 菌 お よび 嫌 気 性 菌 に対 し,広 範 囲 な抗 菌

ス ペ ク トル と強 い抗 菌 力 を有 し,特 に グ ラ ム陽 性 菌 ,嫌

気 性 菌 に対 して,従 来 の ピ リ ドン カル ボ ン酸 系 抗 菌 剤 よ

り強 い抗 菌 力 を示 す と され て い る1)。

今 回,我 々 は 本 剤 を 尿 路 感 染 症 に 使 用 し,急 性 膀 胱 炎

の1例 は 主 治 医 判 定 に て 著 効 慢 性 複 雑 性 尿 路 感 染 症 の

42例 で は 著 効12例,有 効19例,無 効11例 で有 効 率

73.8%(31/42)の 成 績 を得 た。 これ は 全 国 集 計1)の 総 合

有 効 率75.1%と ほ ぼ 同様 の結 果 であ っ た。 当教 室 の植

田 ら3)が 同 じ く ピ リ ドンカ ル ボ ン酸 系 抗 菌 剤 であ るeno-

xacin(AT-2266)を,慢 性 複 雑 性 尿 路 感 染 症16例 に対

し使 用 し62.5%の 有 効 率 であ っ た と報 告 して い るが,

この 成 績 と比 較 して 本 剤 は よ り 良 好 な 成 績 を 示 して い

る。 投 与 回数,投 与 量 別 に 検 討 してみ る と,1日150
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Table 3.  Overall clinical efficacy of T-3262 in complicated UTI

Table 4. Overall clinical efficacy of T-3262 classified by the type of infection
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Table 5. Bacteriological response to T-3262 in complicated UTI

*regardless of bacterial count

Table 6. Strains* appearing after T-3262 treatment

in complicated UTI

*regardless of bacterial count

mg×3投 与群(A群)と300mg×2投 与群(B群)と

では その臨床効果 で,総 合有効率 はA群66 .6%(20/

30),B群91 .6%(11/12)とB群 が優 る成績であ った。

しか しなが らこの2群 の臨床的背景 と して,疾 患病態群

別に比較 してみ ると,A群 ではカテーテル留置群が全体

の20%(6/30),ま た複数菌感 染群 が同 じく20%(6/

30)を 占め ているのに比べ,B群 ではカテ ーテル留置群

0%(0/12),複 数菌感 染群 がわずか に8%(1/12)し か な

く,い ずれ にお いて もA群 に難治性尿路感染症 と思われ

る症例が多 く,今 回の母集団では単 に有効率 の比較 のみ

で,dose responseの 有無 を論 じるのは早計か と考 え ら

れ,今 後症例の蓄積が待たれ るところ であ る。

細菌学的 検討 では,本 剤 の 特徴 と して グラム陽 性 菌

を は じめ グラム陰性菌 嫌気性菌 に対 し,広 範囲 な抗

菌 ス ペ ク トラ ム を 有 し,特 にStaphylococcus aureus

(S. aureus), Streptococcus sp., Enterococcus sp.な ど

の グラム陽 性菌 ブ ドウ糖 非醸酵 グラム陰性桿菌等 に対

して,従 来の ピ リドンカルボ ン酸系抗菌剤 よ り強 い抗菌

力を示す と報告 されてい る1)。今回,我 々は臨床材料 よ

りS.aureus 3株,Enterococcus faecalis 4株 をふ くむ

7菌 種15株 のグラム陽性菌を分離 したが これ らは本

剤投与後 にすべ て除菌 されてお り,本 剤 の特徴 を反映 し
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た結 果であ ると考える。 またグラム陰性菌に関 しては,

18菌 種36株 に対 し77.8%(28/36)の 除菌率 で,グ ラ

ム陽性,陰 性菌全体で も84.3%(43/51)と 高い除 菌率

を示 した。

副作用に関 しては,慢 性複雑性尿路感染症 の1例 に,

本剤5日 間投与後 にGOT,GPT,Al-Pの 上昇を認めた

が,特 に何等処置 も必要 とせず正常 に復 してお り,重 篤

なもの とは考え られず,ま た本系統薬剤 で最近問題 とさ

れ ている中枢神経系統 の副作用 も見 られず,本 剤 の尿路

感染症に対する有効性と安全性が確認された。
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T-3262 IN URINARY TRACT INFECTION
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T-3262 was administered to 48 patients, 1 with acute simple urethritis and 47 with chronic complic-
ated UTI.

Forty-two cases with chronic complicated UTI were evaluable to estimate the drugs efficacy in thd
UTI group. The results of the trial were as follows.

1) Clinically, in 42 cases of chronic complicated UTI, T-3262 was evaluated as excellent in 12
cases (28. 6%), moderate in 19 (45. 2%) and poor in 11 (26. 2%). The overall efficacy rate was 73.8%.

2) In a bacteriological study of chronic complicated UTI, 43 of 51 strains (84. 3%) were eradicated.
3) Slight elevation of GOT, GPT and Al-P was observed in one patient after treatment. This

reaction was probably related to the treatment.


